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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第119期

第３四半期連結
累計期間

第120期
第３四半期連結
累計期間

第119期
第３四半期連結
会計期間

第120期
第３四半期連結
会計期間

第119期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (百万円) 3,560 3,647 1,131 1,362 4,769

経常利益又は経常損失
(△)

(百万円) △537 △171 △128 53 △617

四半期純利益又は四半
期(当期)純損失(△)

(百万円) △560 63 △144 56 △664

純資産額 (百万円) ― ― 941 909 832

総資産額 (百万円) ― ― 7,131 6,391 7,122

１株当たり純資産額 (円) ― ― 37.00 34.83 32.27

１株当たり四半期
純利益又は四半期(当
期)純損失金額(△)

(円) △24.94 2.82 △6.42 2.51 △29.56

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 11.7 12.2 10.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △457 △119 ― ― △500

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △24 561 ― ― 4

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 456 △655 ― ― 547

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 477 341 554

従業員数 (名) ― ― 170 164 169

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。 

　　 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

４　従業員数は就業人員数を表示しております。 
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 164(85)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。 

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 119(11)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループでは、受注実績及び生産実績を定義することは困難であるため、受注規模及び生産規模を金

額あるいは数量で示すことはしておりません。

このため生産、受注及び販売の状況については、「４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」における各事業の種類別セグメント業績に関連付けて示しております。

　

２ 【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を

及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあります。

なお、文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであ

ります。
　

(1) 継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度まで３期連続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、前連

結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローも５億円の大幅なマイナスになりました。当社の業績

は、４月、10月に行われる歌舞伎公演に大きく依存しておりますが、前連結会計年度は世界的な金融危機

のあおりを受け、特に下期以降の観覧券売上が予想以上に大きく落ち込みました。当第３四半期連結累計

期間においても営業損失１億１千２百万円を計上し、営業活動によるキャッシュ・フローも１億１千９

百万円のマイナスとなっております。当該状況により、前連結会計年度に引き続き、継続企業の前提に重

要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

　

(2) 劇場事業損益に影響を及ぼす事項について

当社グループの中心事業である劇場事業は、歌舞伎公演や各種演劇、歌謡ショー等を上演しております

が、出演俳優の健康上の理由及び不慮の事故等により出演が不可能になる恐れがあります。これに対して

は、常に代役の出演が可能な状況を維持するなどの対策を講じてはいるものの、当社グループ業績に影響

を及ぼす可能性があります。

又、斬新で魅力ある公演の提供に努めておりますが、公演及び役者の話題性や認知度並びに近隣の他劇

場の公演との兼ね合いや個人消費の動向等により、入場者数が大きく左右される可能性があります。それ

に伴い、当社グループ業績が変動する可能性があります。

　

(3) 老人ホーム事業損益に影響を及ぼす事項について

介護保険制度等の法制度の変更による介護保険収入の減少があった場合、安定した介護サービスを提

供する上で、企業側の負担が増加(人員増も含む)する恐れがあります。それに伴い、当社グループ業績が

変動する可能性があります。

　

(4) 不動産賃貸事業損益に影響を及ぼす事項について

賃貸物件の周辺地域の賃貸借条件や需給環境、その他何らかの原因によりその賃貸借契約の内容変更

や解除が発生した場合には、当社グループ業績に影響を及ぼす可能性があります。
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(5) 個人情報の取り扱い

御園座友の会及び個人電話予約センター(テレシートみその)にてお客様の個人情報や予約状況を保有

しております。個人情報漏洩について、当社の対応策は、管理責任者を配置し、個人情報の管理・徹底に努

めております。又、外部からの不正侵入防止の為にファイアウォールを導入しております。しかしながら、

外部からのハッキング等、不測の事態により、万が一、個人情報が外部に漏洩するような事態となった場

合には、当社の信用失墜に伴う劇場売上高の減少及び損害賠償による費用の発生等が起こる可能性があ

り、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

　

(6) 地震・台風等の自然災害による影響について

当社グループの事業拠点は、すべて愛知県にあり東海地震の防災対策強化地域内にあることから、地震

発生時の対策マニュアルを新たに策定し、緊急時における社内体制の強化を図っておりますが、近い将来

に発生すると予想される東海大地震は、その災害規模も甚大であるとされております。これらに代表され

る自然災害のため、劇場及び老人ホームや賃貸物件等が被災し、損傷を及ぼす可能性があるとともに、事

業活動の停止も予想されます。その結果、当社グループの業績に重大な影響を及ぼす可能性があります。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機を背景とした景気の悪化に底打

ち感が見られたものの、引き続く株式市場の低迷から景気の二番底が懸念されるなど、依然として景気の

先行きが不透明なまま推移いたしました。

こうした中、当社におきましても、新型インフルエンザの流行による法人需要の減少に加えて、所得環

境の悪化や雇用不安の更なる高まりによる個人消費の節約志向が一段と強まるなど、演劇興行界を取り

まく環境は依然厳しい状況ですが、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高13億６千２百万円（前年

同四半期比20.4％増加）となりました。

利益面では、営業利益７千２百万円（前年同四半期は営業損失１億１千万円）、経常利益５千３百万円

（前年同四半期は経常損失１億２千８百万円）、四半期純利益５千６百万円（前年同四半期は四半期純

損失１億４千４百万円）となりました。

事業の種類別セグメントの営業成績は次のとおりであります。(以下に記載の数値はセグメント間の内

部売上を除いております。)
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事業の種類別セグメント 売上高（千円） 前年同四半期比（％）

劇場事業 　            1,157,469  130.0

不動産賃貸事業 　              100,642 　77.6

リース事業 　                4,655 　42.5

老人ホーム事業 　               99,669   99.4

合計            1,362,437  120.4

（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　　　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

（劇場事業）

劇場事業は４月・10月の歌舞伎公演を中心に、お客様の満足度の高い舞台づくりを目指しておりま

すが、当第３四半期連結会計期間においては、当社での通し狂言としての上演は、四十二年ぶりとなり

ました10月の「第四十五回吉例顔見世　仮名手本忠臣蔵」をはじめ、客席まで雪を降らせる演出を行っ

た11月「五木ひろし特別公演」、藤山直美と沢田研二の共演が話題となった12月「桂春團次」も大変

好評を博しました。

当第３四半期連結会計期間においては当初の計画より売上は下回りましたが、売上高は11億５千７

百万円（前年同四半期比30.0％増加）、営業利益は１億１千３百万円（前年同四半期は営業損失６千

３百万円）となりました。

（不動産賃貸事業）

不動産事業は、名古屋の中心部におけるテナント誘致の競合が激化し、新規の入居が困難な状況が続

いており売上高は１億円（前年同四半期比22.4％減少）、営業損失は４百万円（前年同四半期は営業

利益２千２百万円）となりました。

（リース事業）

現在リース事業については、市場環境が変化したことにより縮小を進めており、新規リース契約は結

んでおりません。結果、売上高は４百万円（前年同四半期比57.5％減少）、営業利益は６百万円（前年

同四半期は営業損失２百万円）となりました。

（老人ホーム事業）

ミソノピアは、瀬戸の豊かな環境の中、健康管理体制を追求した快適なホームとして高い評価を頂い

ております。当第３四半期連結会計期間においては、売上高は９千９百万円（前年同四半期比0.6％減

少）、営業利益は６百万円（前年同四半期は営業利益１百万円）となりました。
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(2) 財政状況の分析

（資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、８億６千６百万円(前連結会計年度末は11

億８百万円)となり、２億４千２百万円減少しました。この主な要因は、現金及び預金が２億４千２百万

円減少したことによるものであります。 

　固定資産の残高は、55億２千５百万円(前連結会計年度末は60億１千３百万円)となり、４億８千８百

万円の減少となりました。この主な要因は、土地の売却で２億５千６百万円、減価償却費１億８千３百

万円を計上したことによるものであります。

（負債の部）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、32億７千８百万円(前連結会計年度末は34

億４千３百万円)となり、１億６千５百万円の減少となりました。この主な要因は、買掛金が１億３千７

百万円、違約金損失引当金が５千８百万円増加したものの、１年以内返済予定の長期借入金が１億２千

４百万円、短期借入金が５千万円、賞与引当金が２千万円、前受金が１億９千５百万円減少したことに

よるものであります。 

　固定負債の残高は、22億４百万円(前連結会計年度末は28億４千６百万円)となり、６億４千２百万円

の減少となりました。この主な要因は、社債が１億円、長期借入金が３億７千万円、長期預り保証金が１

億４千５百万円減少したことによるものであります。 

（純資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の部の合計は、９億９百万円(前連結会計年度末は８億

３千２百万円)となり、７千６百万円の増加となりました。この主な要因は、四半期純利益５千６百万円

の計上及び少数株主持分が１千８百万円増加したことによるものであります。 
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(3) キャッシュ・フローの状況分析

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、３億４千１百万円となり、

第２四半期連結会計期間末と比較して１億５千７百万円の減少となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、８千６百万円の増加（前年同四半期は３千５百万円の減

少）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益６千万円（前年同四半期は税金等調整前四

半期純損失１億３千９百万円）、減価償却費６千１百万円（前年同四半期は７千３百万円）、支払利息

２千万円（前年同四半期は２千万円）を計上したものの、賞与引当金の減少１千５百万円（前年同四

半期は１千万円の減少）を計上したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、１千１百万円の増加（前年同四半期は６百万円の減少）に

なりました。これは主に、投資有価証券の売却による収入を１千１百万円（前年同四半期は１百万円）

計上したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは２億５千３百万円の減少（前年同四半期は９千５百万円の増

加）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出２億１千１百万円（前年同四半期は２億

４百万円）を計上したことによるものであります。
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(4)継続企業の前提に関する重要事象等の対応策について

「２　事業等のリスク　(1) 継続企業の前提に関する重要事象等」に記載の状況を解消すべく以下の施

策を実施いたします。

１．　売上高増につきましては、従来の営業活動に加えて、委託販売員による観覧券販売制度を新設して

おります。平成21年８月より活動を開始し観覧券拡販に努めております。また、友の会優待制度の見直

しとして、観劇引換券の使用枚数制限を平成21年４月より廃止し、会員の皆様の利便性向上を図って

おります。さらにチケット販売企業と新たな提携等による販売チャネルの拡大においても、数社と交

渉中であります。また、公演内容においては、歌舞伎を中心とした集客力のある内容で、お客様のニー

ズに合った公演を行い、有料入場者の早期且つ確実な回復を図っております。

２．　売上原価、販売費及び一般管理費の削減につきましては、出演料の再交渉や舞台関係制作物の再販

及び照明、音響等舞台演出の効率化を図っております。また、人員のスリム化及び配置転換等により、

業務改善を積極的に行うと共に宣伝方法の見直しを行っております。

３．　採算性の低い不動産の早期売却により、資産の圧縮及びキャッシュ・フローの改善を図っておりま

す。当社の土地の一部につきましては、平成21年５月28日付にて売買契約を締結し、平成21年７月に土

地の引渡を完了しております。

４．　短期借入金（当第３四半期連結会計期間末残高1,700,000千円）の借換につきましては、更新可能

と判断しております。その他借入金による資金調達につきましては、一部の取引先金融機関への追加

の担保設定を平成21年９月に実施いたしました。

５．　経営の立て直しと業績向上を目的に、「御園座リバイバルプラン」を策定・実行するため、平成21

年８月に「経営再生プロジェクト」を発足させました。「御園座リバイバルプラン」は平成21年10月

に策定を完了させ、同月よりリバイバルプランを実行しております。

① 公演回数の削減及び公演費の圧縮

　利益の確保が見込めない公演を中止して公演回数を削減いたします。そして、公演のない月の獲得予

定団体客を他の公演に振り分けることで売上がダウンすることを避け、利益を確保します。

② 人件費の削減

　業務の見直しを行うと共に、希望退職者の募集や契約社員の人員見直しなどを実施することにより、

人件費の削減を行います。尚、希望退職者は７名あり、１月29日をもって退職しております。

③ その他諸経費の削減

　宣伝方法の見直しによる広告宣伝費の大幅な削減を中心に、支払手数料、交際費、消耗品費、水道光熱

費等全ての一般管理費について更なる経費の削減に取り組みます。

　

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(6) 研究開発活動

特に記載すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

１ 【主要な設備の状況】

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

２ 【設備の新設、除却等の計画】

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画

はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,500,00022,500,000
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数1,000株

計 22,500,00022,500,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

当該事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

当該事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

─ 22,500,000 ─ 450 ─ 315

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   33,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

22,369,000
22,369 ―

単元未満株式 普通株式  98,000 ─ ―

発行済株式総数 22,500,000― ―

総株主の議決権 ― 22,369 ―

　

② 【自己株式等】

平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社御園座

名古屋市中区栄
一丁目６番14号

33,000 ─ 33,000 0.14

計 ― 33,000 ─ 33,000 0.14

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 850 800 800 798 795 800 760 718 650

最低(円) 780 712 713 752 751 750 715 580 565

(注)　最高・最低株価は名古屋証券取引所(市場第二部)におけるものです。 

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月1

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年4月1日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第３四半期連

結会計期間(平成21年10月1日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年4月1日

から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受

けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 411,085 653,729

受取手形及び売掛金 144,033 126,632

リース債権 186,884 ※2
 194,557

有価証券 － 10,085

商品 3,033 2,470

貯蔵品 15,487 10,422

その他 119,610 123,846

貸倒引当金 △13,502 △12,798

流動資産合計 866,632 1,108,946

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1・2
 4,024,775

※1・2
 4,158,198

土地 ※2
 1,104,782

※2
 1,361,751

その他（純額） ※1
 247,211

※1
 292,835

有形固定資産合計 5,376,769 5,812,784

無形固定資産 7,635 8,138

投資その他の資産

その他 141,742 192,957

貸倒引当金 △960 －

投資その他の資産合計 140,782 192,957

固定資産合計 5,525,187 6,013,882

資産合計 6,391,819 7,122,828
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 211,119 73,313

短期借入金 1,700,000 1,750,000

1年内返済予定の長期借入金 653,000 777,150

未払法人税等 17,837 5,038

賞与引当金 9,245 29,444

違約金損失引当金 58,000 －

その他 629,315 808,128

流動負債合計 3,278,518 3,443,075

固定負債

社債 400,000 500,000

長期借入金 745,400 1,115,800

退職給付引当金 135,820 151,655

長期預り保証金 858,124 1,003,192

その他 64,862 76,313

固定負債合計 2,204,207 2,846,960

負債合計 5,482,725 6,290,036

純資産の部

株主資本

資本金 450,000 450,000

資本剰余金 315,684 315,684

利益剰余金 43,683 △19,698

自己株式 △32,577 △31,554

株主資本合計 776,790 714,432

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,866 10,609

評価・換算差額等合計 5,866 10,609

少数株主持分 126,436 107,750

純資産合計 909,093 832,792

負債純資産合計 6,391,819 7,122,828
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 3,560,021 3,647,496

売上原価 3,715,800 3,468,548

売上総利益 △155,779 178,948

販売費及び一般管理費 ※1
 326,918

※1
 291,557

営業利益 △482,698 △112,609

営業外収益

受取利息 716 444

受取配当金 1,655 1,440

受取手数料 4,359 －

負ののれん償却額 1,544 2,084

受取保険料 － 4,078

その他 1,921 2,223

営業外収益合計 10,198 10,271

営業外費用

支払利息 58,710 59,943

社債発行保証料 4,628 3,571

その他 1,699 5,597

営業外費用合計 65,038 69,112

経常利益 △537,537 △171,450

特別利益

前期損益修正益 － ※2
 6,662

固定資産売却益 2,573 298,950

投資有価証券売却益 － 9,964

遺贈金収入 1,697 28,220

役員退職慰労引当金戻入額 316 －

その他 － 4,581

特別利益合計 4,587 348,379

特別損失

固定資産売却損 191 988

固定資産除却損 12,285 1,839

投資有価証券評価損 4,202 －

保険解約損 2,556 6,689

違約金損失引当金繰入額 － ※3
 58,000

その他 359 7,768

特別損失合計 19,593 75,284

税金等調整前四半期純利益 △552,544 101,645

法人税、住民税及び事業税 5,644 13,603

法人税等調整額 △3,346 914

法人税等合計 2,298 14,517

少数株主利益 5,671 23,745

四半期純利益 △560,513 63,381
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 1,131,589 1,362,437

売上原価 1,139,297 1,202,256

売上総利益又は売上総損失（△） △7,707 160,181

販売費及び一般管理費 ※1
 102,566

※1
 87,594

営業利益又は営業損失（△） △110,274 72,587

営業外収益

受取利息 329 199

受取配当金 343 252

受取手数料 3,278 －

負ののれん償却額 － 1,207

受取保険料 － 4,078

その他 169 257

営業外収益合計 4,120 5,996

営業外費用

支払利息 20,525 20,733

社債発行保証料 1,403 1,052

その他 95 3,517

営業外費用合計 22,024 25,302

経常利益又は経常損失（△） △128,178 53,281

特別利益

固定資産売却益 12 －

遺贈金収入 829 －

投資有価証券売却益 － 173

賞与引当金戻入益 － 8,116

その他 － 1,564

特別利益合計 841 9,853

特別損失

固定資産売却損 40 181

固定資産除却損 8,082 66

投資有価証券評価損 4,102 －

その他 359 2,404

特別損失合計 12,584 2,651

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△139,921 60,484

法人税、住民税及び事業税 4,355 △1,146

法人税等調整額 △4,503 1,299

法人税等合計 △147 153

少数株主利益 4,530 3,904

四半期純利益又は四半期純損失（△） △144,303 56,427
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△552,544 101,645

減価償却費 219,339 183,130

負ののれん償却額 △1,544 △2,084

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,238 1,664

賞与引当金の増減額（△は減少） △16,444 △20,198

違約金損失引当金の増減額（△は減少） － 58,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,502 △15,834

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △51,208 △51,191

受取利息及び受取配当金 △2,371 △1,884

支払利息 58,710 59,943

遺贈金収入 △1,697 △28,220

固定資産除売却損益（△は益） 9,903 △296,122

投資有価証券評価損益（△は益） 4,202 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △8,736

保険解約損益（△は益） 2,556 6,689

売上債権の増減額（△は増加） △34,363 △9,728

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,478 △5,627

未収入金の増減額（△は増加） 32,568 64,306

仕入債務の増減額（△は減少） 65,688 137,805

未払消費税等の増減額（△は減少） 3,703 4,967

前受金の増減額（△は減少） △109,684 △195,402

その他 △34,474 △71,133

小計 △400,447 △88,012

利息及び配当金の受取額 2,542 2,020

利息の支払額 △58,921 △58,062

遺贈金の受取額 1,697 28,220

法人税等の支払額 △2,832 △3,405

営業活動によるキャッシュ・フロー △457,960 △119,239

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 20,187 29,684

有形固定資産の取得による支出 △80,327 △11,296

有形固定資産の売却による収入 5,794 493,075

無形固定資産の取得による支出 △500 △250

投資有価証券の売却による収入 － 34,439

貸付けによる支出 △1,300 △600

貸付金の回収による収入 863 777

保険積立金の解約による収入 41,452 23,747

その他 △10,602 △7,997

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,432 561,578
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 400,000 △50,000

長期借入れによる収入 700,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △512,610 △594,550

社債の償還による支出 △100,000 △100,000

配当金の支払額 △22,448 △780

社債保証料の支払による支出 － △2,194

少数株主への配当金の支払額 △1,300 △1,225

その他 △7,026 △6,548

財務活動によるキャッシュ・フロー 456,615 △655,298

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △25,777 △212,959

現金及び現金同等物の期首残高 503,455 554,045

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 477,677

※
 341,085
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

当社グループは、前連結会計年度まで３期連続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、前連

結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローも△500,983千円と大幅なマイナスになりました。当社

の業績は４月、10月に行われる歌舞伎公演に大きく依存しておりますが、前連結会計年度は世界的な金融

危機のあおりを受け、特に下期以降の観覧券売上が予想以上に大きく落ち込みました。当第３四半期連結

累計期間においても営業損失112,609千円を計上し、営業活動によるキャッシュ・フローも△119,239千

円のマイナスとなっております。当該状況により、前連結会計年度に引き続き、継続企業の前提に重要な

疑義を生じさせるような状況が存在しております。

　四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく以下の施策を実施しております。

　

１．　売上高増につきましては、従来の営業活動に加えて、委託販売員による観覧券販売制度を新設して

おります。平成21年８月より活動を開始し観覧券拡販に努めております。また、友の会優待制度の見直

しとして、観劇引換券の使用枚数制限を平成21年４月より廃止し、会員の皆様の利便性向上を図って

おります。さらに、チケット販売企業と新たに提携をし、販売チャネルの拡大に努めております。また、

公演内容においては、歌舞伎を中心とした集客力のある内容で、お客様のニーズに合った公演を行い、

有料入場者の早期且つ確実な回復を図っております。

２．　売上原価、販売費及び一般管理費の削減につきましては、出演料の再交渉や舞台関係制作物の再販

及び照明、音響等舞台演出の効率化を図っております。また、人員のスリム化及び配置転換等により、

業務改善を積極的に行うと共に宣伝方法の見直しを行っております。

３．　採算性の低い不動産の早期売却により、資産の圧縮及びキャッシュ・フローの改善を図っておりま

す。当社の土地の一部につきましては、平成21年５月28日付にて売買契約を締結し、平成21年７月に土

地の引き渡しを完了しております。

４．　短期借入金（当第３四半期連結会計期間末残高1,700,000千円）の借換につきましては、更新可能

と判断しております。その他借入金による資金調達につきましては、一部の取引先金融機関への追加

の担保設定を平成21年９月に実施いたしました。

５．　経営の立て直しと業績向上を目的に、「御園座リバイバルプラン」を策定・実行するため、平成21

年８月に「経営再生プロジェクト」を発足させました。「御園座リバイバルプラン」は平成21年10月

に策定を完了させ、同月よりリバイバルプランを実行しております。「御園座リバイバルプラン」の

主な施策は以下のとおりです。

① 公演回数の削減及び公演費の圧縮

　利益の確保が見込めない公演を中止して公演回数を削減いたします。そして、公演のない月の獲得予

定団体客を他の公演に振り分けることで売上がダウンすることを避け、利益を確保します。

② 人件費の削減

　業務の見直しを行うと共に、希望退職者の募集や契約社員の人員見直しなどを実施することにより、

人件費の削減を行います。尚、希望退職者は7名であり1月29日をもって退職しております。

③ その他諸経費の削減

　宣伝方法の見直しによる広告宣伝費の大幅な削減を中心に、支払手数料、交際費、消耗品費、水道光熱

費等全ての一般管理費について更なる経費の削減に取り組みます。

　

上記の施策を実行して行くことにより、継続企業の前提に関する重要な疑義を解消できるものと判断

しております。

　しかし、これらの対応策は実施途上にあり、今後の経済情勢の変化による影響を受ける可能性があるた

め、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社御園座(E04609)

四半期報告書

20/35



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　当第３四半期連結累計期間

　　（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　　該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計

年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。

 

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する

加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前

連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測を

利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

　　負ののれんの償却

連結子会社みその事業株式会社及び連結子会社ミ

ソノピア株式会社の持分変動により、負ののれんが

発生しております。

　負ののれんの償却については、原則５年間の

均等償却を行っております。

なお、金額が僅少な負ののれんは、当該勘定

が生じた期の損益として処理しております。

 
 

　　役員退職慰労引当金の廃止

当社及び連結子会社であるミソノピア株式会社

は、それぞれ平成20年６月27日開催の定時株主総会

及び平成21年１月20日開催の臨時株主総会にて、役

員退職慰労金制度の廃止に伴う各役員への支給方法

及び支給額の決定を、それぞれ取締役会、監査役の協

議及び取締役会に一任することを決議しました。そ

の後、当社及び連結子会社であるミソノピア株式会

社は、それぞれ平成21年６月26日及び平成21年７月

21日開催の取締役会にて各役員に対する支給額を確

定することを決議し、これに伴い、当該制度廃止日ま

での期間に対応する支給額の未払額を固定負債の

「その他」に計上しております。

　また、連結子会社であるみその事業株式会社は平成

21年４月７日開催の定時株主総会にて、役員退職慰

労金制度を平成21年１月31日をもって廃止し、役員

退職慰労金規程に基づき打切り支給すること、具体

的金額、方法等は取締役会に一任することを決議し、

同日開催の取締役会にて各役員に対する支給額を確

定することを決議しました。これに伴い、当該制度廃

止日までの期間に対応する支給額の未払額を固定負

債の「その他」に計上しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 6,560,562千円※１　有形固定資産の減価償却累計額 6,396,174千円

※２　担保資産

　担保に供されている資産について、事業の運営にお

いて重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められるもの

※２　担保資産

 

建物及び構築物 3,127,199千円

土地 1,004,560千円

計 4,131,759千円

　

リース債権 184,372千円

建物及び構築物 3,064,248千円

土地 162,290千円

計 3,410,911千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

役員報酬 66,604千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,418千円

給与手当 36,038千円

賞与引当金繰入額 1,289千円

退職給付費用 1,800千円

租税公課 68,773千円

貸倒引当金繰入額 6,238千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

役員報酬 61,474千円

給与手当 34,377千円

賞与引当金繰入額 468千円

退職給付費用 2,462千円

租税公課 80,786千円

貸倒引当金繰入額 3,660千円

 

──────

 

※２　前期損益修正益は、預り保証金の過年度償却不足額

であります。

──────

 

※３　違約金損失引当金繰入額は、平成21年７月24日に譲

渡した土地の差入保証金68,000千円のうち、回収不

能見込額58,000千円について違約金損失引当金を計

上したものであります。

 

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

役員報酬 19,872千円

役員退職慰労引当金繰入額 546千円

給与手当 11,249千円

賞与引当金繰入額 1,098千円

退職給付費用 316千円

租税公課 18,933千円

貸倒引当金繰入額 2,019千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

役員報酬 20,961千円

給与手当 11,063千円

退職給付費用 678千円

租税公課 21,788千円

貸倒引当金繰入額 218千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 588,502千円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

△110,825千円

現金及び現金同等物 477,677千円
 

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 411,085千円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

△70,000千円

現金及び現金同等物 341,085千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年

4月1日　至　平成21年12月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末(株)

普通株式 22,500,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末(株)

普通株式 33,305

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　　　該当事項はありません。

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
劇場
(千円)

不動産
賃貸
(千円)

リース
(千円)

老人
ホーム
(千円)

合計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
売上高

890,631129,76010,932100,2641,131,589─ 1,131,589

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ 26,40624,940 ─ 51,347(51,347)─

計 890,631156,16735,873100,2641,182,936(51,347)1,131,589

営業利益(△損失) △63,78722,627△2,952 1,789△42,322(67,951)△110,274

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業内容

①劇場 …………演劇演芸の興行

②不動産賃貸 …貸事務所・貸ホール・駐車場・ビルメンテナンス

③リース ………器具備品等のリース

④老人ホーム …有料老人ホームの経営及び運営管理

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
劇場
(千円)

不動産
賃貸
(千円)

リース
(千円)

老人
ホーム
(千円)

合計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
売上高

1,157,469100,6424,65599,6691,362,437─ 1,362,437

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

200 22,73925,385 ─ 48,324(48,324)─

計 1,157,669123,38130,04099,6691,410,762(48,324)1,362,437

営業利益(△損失) 113,190△4,352 6,490 6,755122,083(49,496)72,587

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業内容

①劇場 …………演劇演芸の興行

②不動産賃貸 …貸事務所・貸ホール・駐車場・ビルメンテナンス

③リース ………器具備品等のリース

④老人ホーム …有料老人ホームの経営及び運営管理
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
劇場
(千円)

不動産
賃貸
(千円)

リース
(千円)

老人
ホーム
(千円)

合計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
売上高

2,827,786409,85227,998294,3823,560,021─ 3,560,021

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,44780,37283,807 ─ 165,627(165,627)─

計 2,829,234490,224111,805294,3823,725,648(165,627)3,560,021

営業利益(△損失) △356,66079,021△8,768 △714△287,121(195,576)△482,698

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業内容

①劇場 …………演劇演芸の興行

②不動産賃貸 …貸事務所・貸ホール・駐車場・ビルメンテナンス

③リース ………器具備品等のリース

④老人ホーム …有料老人ホームの経営及び運営管理

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
劇場
(千円)

不動産
賃貸
(千円)

リース
(千円)

老人
ホーム
(千円)

合計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
売上高

3,029,620310,04521,019286,8113,647,496─ 3,647,496

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

200 74,00673,947 ─ 148,154(148,154)─

計 3,029,820384,05294,967286,8113,795,651(148,154)3,647,496

営業利益(△損失) 27,532△4,06723,1282,02348,616(161,226)△112,609

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業内容

①劇場 …………演劇演芸の興行

②不動産賃貸 …貸事務所・貸ホール・駐車場・ビルメンテナンス

③リース ………器具備品等のリース

④老人ホーム …有料老人ホームの経営及び運営管理
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【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 34円83銭１株当たり純資産額 32円27銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 909,093 832,792

純資産の部の合計額から控除する金額
(千円)

126,436 107,750

(うち少数株主持分) （126,436） (107,750)

普通株式に係る四半期連結会計期間末
(連結会計年度末)の純資産額(千円)

782,657 725,041

１株当たり純資産額の算定に用いられた
四半期連結会計期間末(連結会計年度末)
の普通株式の数(千株)

22,466 22,467
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２．  １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失

　　第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失 △24円94銭１株当たり四半期純利益 ２円82銭

(注)１．　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　　２．　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下の通りであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月1日
 　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月1日
 　至　平成21年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△）
（千円）

△560,513 63,381

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期
純損失（△）
（千円）

△560,513 63,381

期中平均株式数（千株） 22,469 22,467

　

　　第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
　　至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失 △６円42銭１株当たり四半期純利益 ２円51銭

(注)１．　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　　２．　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下の通りであります。

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
  至　平成21年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△）
（千円）

△144,303 56,427

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期
純損失（△）
（千円）

△144,303 56,427

期中平均株式数（千株） 22,469 22,467

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社御園座(E04609)

四半期報告書

31/35



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成21年2月13日

株式会社　御園座

取締役会　御中

　

監査法人　トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　水　　野　　信　　勝　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　　原　　浩　　文　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社御園座の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社御園座及び連結子会社の平成20年12

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況に記載されているとおり、会社は平成19年３月期か

ら２期連続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上している。また、当第３四半期連結累計期間は営業

損失482,698千円、経常損失537,537千円及び四半期純損失560,513千円と大幅な損失を計上し、営業キャッ

シュ・フローも△457,960千円と大幅なマイナスとなっている。当該状況により、継続企業の前提に関する重

要な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の経営計画等は当該注記に記載されている。四半期連結財

務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表には反

映していない。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月９日

　株式会社御園座

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    田    中    登 志 男　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    鎌    田    修    誠　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社御園座の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成２１年１０月１日から平成２１年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２１年４月

１日から平成２１年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社御園座及び連結子会社の平成２１年１

２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報 

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は前連結会計年度まで３期連続して営業損

失、経常損失及び当期純損失を計上し、前連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローも大幅なマイ

ナスになっている。また、当第３四半期連結累計期間においても、大きな状況の変化はみられず、引き続き営

業損失、経常損失を計上し、営業活動によるキャッシュ・フローもマイナスになっている。当該状況により、

継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提

に関する重要な不確実性が認められる。

なお、当該情報に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されて

いる。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は四

半期連結財務諸表には反映されていない。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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